
MAR⊂H上　引，lq64・

磨り　チリ
⊂：：コ
プ≡5

一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

院

虚児覿県立大□高等等囁生物部



く轟贋前説〉

ヤマネCGjiTUIuミ；JD、Pα、；CLS SCト＝NS）

白衣時石の一馬一塵のもの芭′本州・四国・九州に分布．几脚l∈ ：：－．＿「

郎太・畠顕の名唄けら昌現車nCL、連もの可・草限酢は靡畠田および東口

市布訂百涙顔されてし、るが　制定モの健の記者は残ってし、吉し、シ手樽の尿箆

に侯つ・葛は顎喝芭∈頭境から居の基部ます堰カて疎明社風色の一再升敏感

があり，告の居宅は二度芭′匿い上毛は懐がLJEのよりとび出して去り′耳

の患部にIdを鬼を嶺するニヒがおも悪癖留で扇盃，砿下面呟芭甥く．昏埼南

画の毛農は葛石橋芭苛下面のそれは環庖すみ管である。垣はリス鴇のごとく

中部より先方は総状左環し．色は鍔と失塵はなし、，物には地鳥し、ひげが怒る

世親的珍敦石珠由に生月，揮行線軍．泰岬で出侵田上・中旬より山中の大潟

朝や6走疎の邑頓下各巴に克蒙苛由酌モ喜好のごとく語って登載し・整重さ

めこう昌勤する．貧物は興廃・軍費の凄亨，申さし、ハエ急、どを婦む。

（日本評乳類回読・ ≡禦」
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工．「年瀕覗軋眉」刃」しこ寄甘こ・

鍋田　　慮　田　忠　葬

一長し、臥結蝕してはくすれ去り　不可草と楓われこし、たことも　′訂範にな？亡綻lこは・

巳とえ不買酉もおっても・己の駿の畠の喜びはかくしき汀虚し、。碕謝・周嗣・穀慮′まわ

り1こセ稀されてし・るようでまっEく堤熱さ＿れ．こし、且し、申屯の琶しみ・これ左・秦リ在之′漫

虚言硯虚しといく努力．はなば、注しU誹の存在にくらペ．まったく表層力錬力左もたなし、

飽陳珠部に対するもの．の見方・′考え方．自王健在失したよう芸足どりに吼垣8＼くじけ・‾毒

だ1日分自寧日こ遍く蓋し、鮨旧、EC蜜き上がり・やっと．象亀竃はあったが生啓の眉吹き左．

睨き出した・り－∴…・．これが争まCの薬である。

ここに．一騎のロケット．「年簾虔岩．は籍劇されたの七㌔し、うし、うと天候や亡の也の

条件によっC中止されこいeGのも・字は雇い出と環り・ゆっくり畑中に澤かん苧行く．

鹿児島県下の凄物部粒径は′呟戯瑚！．こ「．OR⊥ENSJ大畠窓絞′昭和37丘f・rあこう．

鰯丸話絞′昭瀧苛耳r孝のど」月沌田島巌．同軍r牛用晩．大口轟々と．‾塚四番の部患ヒ

なり．10腺が細へ原注交うことにま忌。

発足の忌校の環苗劫にも，岨血・若し＆年番尊庚冒塵夢珠やあると思うここれと克昭し

こはじめて虎児の丹野も嵯＝丁行くもの∈ある。叱産の白票’粟島は最も恵まれこよ、リ．．・康稗

史の閻題も夢く・耕郎絹陣事∴スし、に櫛兎烏辞左もやし・．年歩∈あ′うこもよし㌧コツ

コツと酋臭l瑚埼左虔良し・・－Hがっごもの色て世lこ道リー此努接触ぎ・畠塵を即でする。

鼓だ．部諒邑通じこ主国の書き世代蓬髪観し命じ－あいたずさえて白．討土対する良しし、埋

乾と′その中に生け石生夢体の尽きの購対を焙し、・昌跡こ努の・温直す葛こと左会し、r草

き奉の絡采への亀靖ま′5こと左官じつつ′、題の発展とr牛廉院」の料莱左党由ってし、きた

ー‾巳⊥



、・Ⅱ．題眉　しこ・つ　し＼て

ヰ廃酸（・ウシクソイン）とし、ラ竜が伊佐劇左代表するものモあったとし、うことは・歴任

軸腹とんど怠れ去．ら九ようと、LCL、．草。三．こ∈大口忌呟生物部の線閣誌率坤にあたり・

北伊佐の郷土更をひもと．草・この名の由来左甲Sかにすう牛とも－lZ．・この伊直政男に5も

元首丁．．鶏の未喝耳生物芝生に刺単のメスを入れ．経世にコの画へ．の圏広ま的束し．衰箆に

こげ1、もを農産することを志し．て露語といたし表す。

l′鍾工針こよると・し、つ鳩から呼ばれたが且明らかで甘く・埴出の中郎ごうまで増ししもれ

たもの亘・堅，額田・太田・毒末・自丸・廉廉・太之民・JHll内・ノト木鼠・年度・池辺・

汲出水・．山野・大畠・現車・白木・下麒・蛍鵬二義環的・川岩瀬・眺・宮人の22の対

象亀吉わ巨Jこ1象＿亮され．馳ま．部・郊・村左雌属しEbのq′周また吐息の亀とき几

大口感一牛田原は午の建てし5形に似こより・その崩呟の曲がれ5とこ引こあ仁若色に「

呟曲（ひはまがり）」′モの鬼に当亡5卿こF箪屠（三Lも、〕⊥，塩の曲がれる抑こr垣

曲Cお，．まびり．）Jの地名がある。．また．踵在位方わ温湯峰は十烏山（国亀罷一高）であっ

－こ．・しわ．、もこれ画田城の度の方向にモd．え．年額地方はコの十層．山の責峰邑もつこ匂困

それてし、畠．のも十層田の下・＿す豆わら．「九鰯・J地方で・これが叡bてこ㌧県」と覆り．・

坪田境の牛に国ん甲の女容色あCr牛虎畦と別けだの璽五
モの埠′・慶長巧葛に年山畦と掛邑されてあ・リ．混在の大口の腹名に変わったようqある

が．大口の地名につし、ては八．ッ守りした星と鼓が召し、ようqあ急。年廉鶴の碇訓こlゴ大泉毎

年廉只∵墾射民・娼良艮あり・萩翠撃苧（卜569〕8月′削り風域亡しこ畠叡民に酪リ・

新如密売芸文口の勉風評之となして廿B・午戻牒出は㍍鴫の唾届とな′つた∴と‾ぁ5・C昭

和5註簿刑r地伊佐賃」によ拳〕
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Ⅲつと薩の雇員光恵5日、に辟集拠寮内

山蹄′曜應座の束額厭長野歓より徒歩モ幻2爵窃′粟野訪素魚晩に壱く．蓼畠田虜の

－泉崎．栗劉垣（IO94m）の田㈲こ白煙互噴き上げ五泉癖高温象があり．田政には胎動す

る葛せ．鳴き出了イオウ方はあたりの善人左一面tこ化放し、鰯発き山荘に隻に諦和してし、

葛，山慶は葺壕や人工鉄が銅け駁月計こ利用され．山砲泣くに自然尿の様相が象去れる。こ

ん虫の好採農敗として知られているほかは　この温良が軍lこ山丘の「わび一「さび．の猟

左濃くする。

田爵鰍こ索るごと勾10分以内で・葛の項目日田ら／L急磨乏足＿　ここもまた留任立野に適さ

出でる男の町．町主体が著とともに生きこおり　伊佐の軌こ働く⊥々の凄し、カセとなり

町を軋れ嘉川（州内川上充）には一天然詮宕助の「チズごノリ」や「カワゴヶソウ．カ自

生他として知呈几．与ズごノリは畠迫は工鳥等の糀液葛の巨し、か　瑚少しつつあるとのこ

とで覇係右左ノヒ記させこし、る．

大口雨に入ると、凍農地としこは　ごん虫引ま虐元公取・城山・太と民かム久七味の宕

毒等が塞げB孔．モの也伊佐立坪の線線の也雨山号も慣熟畏胞と畠之急。さらに：」甘酢よ

り約2キロ′八、ス∈幻IO万（大口けちの八、スはワ月20日がら8月束までキケンヂ対の綿毅

瑠軌こ馴Jl白4珪得色・己の像は硬がまし、〕モ↑層にさく・十蜜には闇髄幻4キロ孔ダ

ムがあり　嘩83nl，善さうOnト塩がし、用とLC作S几モものをあるが　幸華にはポート

を軍が筐田膿の菜を頴しまとてJ忌，空の上方には題下唯一の頃営養魚虜戎厨Iすられ・面

魂3854や生の凄禁軌こは一　三ごマス・アユ・コイ萱とガ領われ，特にマスに力左入れ・

字環は静簡験の畠土養魚喝より20万く、SL・の坤を遜り密ヒこふ化言蛭．いうし、うと諷験さ

れ　己の成果も上々刀よう屯ある．コイば．この錠方tま嘉にほど遺し、亡の′1毒筆が盛んも

こ芸S百錬種廃孔邑智への供給セの畷執りを屠LCL、るよう∈ある．

大口釈ガら田野点て幻は．4Iく、≡っわに轟新駅がある。ここ且が経理島頸卓北加の腔で

一癖は布計鉱山で知られ・飽発された村こあるが、理在は烏等左担ってし、す・すっかりと

む．れ・竜の山細の鮫に珠寒や農業を壬にした珂∈．山井邑額生抜が屠られ・山中にはサン

シュウウオの生息位や　タヌキ・・ムワサビ・ママドリ・ヤマネ等が任及．風物旭も東館飽

∈興味環く．キャ‾ンプ・モの佗大自然の局吹きを生々と卯こ汝みC威す云印であり・探農

家の妾盲の也である．

大口駅より曽乏廟線荒し・に南下．バ、ス芭幻か令（串包率直崎田頗）の宅に有名石目象太の

竜公勤があう．昂色正勝を乾う氷が一望tこ合し∴謹聴ユ用m′裔さ12m，海の上には毘嬰

懲自然の蔓るがヰ墨左戯え′雨劇lこ慮ると水亀事く．ナイヤガラヒも陣ばれも鶉鼠∈ある．

薗く’には則細川強兵街の溜重石・堀之内白眼坊の軌倉節′大住缶頃等の毒自尊の単組も

警官である，さらに南下すること15－16Kに埠在連覇中の無由ダム吐．九州誌Inを篭り．

高さIl▼ス5m．長さ450m，電域の瞳には毎九坤の産業集塵の頗動力となり．観光挙源と
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IV　葺主　産「頚

塾轟萄葛の山中モノんき邑石船、て： 壊　巌　典　子

中尉テストの足Pった皐月l唱，一丈口屯方のシザ胡兜の誘一人毒である田中さん長潮儲

しだ。田切さんは′大口市慣習の異塔辞の係良さんで＿・シ夕潮研究の寵「大畠の笥衰十方

，芸人である．

以下は・大口蛇方に尽けるシダの土佐・の升席屯あるが・Fとの罰に・大口錠方は日凍利息

甲らし、うと南部こあるが－・しかし西部ごし、うと．鹿児島堰の北海芭ともし、われこし、るよう

にr北部にあ亡為。したが．って．シダの温海も監熱病のもの力、S温晶のものまで・己ゐ廠

嶺は夢心．しかし＿ゆはり己の中ご題も専じのは蹟紗こ畷寸るもの∈ある．と’のヱヒせっ

た．

・○荘　熱　病・・・・‥・大口市西島′喧木藤下風．瀾昂・日代方面

・カツモウイノデ（忘、しだ軋〕　Cと占ni七iS＿　妄ub8lか1」の05仇（1わい↑C豆）

Clrい19

・オオダニウクリ＝沖と人しだ－軋〕45PIe．1山り10・ntーquJnlト4DJも＝10

・サンカプランほつばも人足目しプCOPOdlurn芋orqii　βnK

・シロママンゴ㌦良しだ加　D＝⊃IqsiUM hc＼Ch－γOen5e N玖払i・

・シマシロやマンダ〔お、しだ恕〕DiPIc＼S山恒－doad伊4一汗hH〔LuerSうつ

りdk；110

・オオイウヒトデ（う9度し烈〕・C01γ5；SIPOヒhfOhqCDon）pY・・

・スゞヒトツバ（づじ、哀′つばね　こheiYuPleuYi玖biCu〒Pis〔Bl・）P†・．

・しンテンウうぶ．L〔うらぼし剋〕Coi／SiS Shin七ennsiS吋qyq七心〕

H．工tD

O臆　　　串

・ダニイヌワちど〔烏、しだ如　純ト1シTiU小皿とOPト「0－ru111（帖？〕koJZー・

・コウモウクごマつ（おしだ料）　ロ1pla乙ium VげeScenS kurlZe・

・オトコ己ヂ（忘、し細り　Po一戸と；．ChDPSiSひCSの晰C玖〔k〕hn）′

TC入3瓜WC＼

・フミ与が（右、しだ料）DIct〉ノ0CIrne3H指圧hH MooYe Vaで・Wi－

1七〇、′山鳥（HK）M00Ye

，ホウノ乃ワシダ〔おしぎ租）DY－yOP七色でis・≡Sh－kokianO、〔MC八Klnd〕

．C．chで．・

・オオバナウラビく仕なわ．ちび執　　Scepとr記、UmJc、POnlCLJ珂CPTurl一

七日」〉ノOn

・せ、ンマイC世、ん差し、凰〕Os呵unJaJc岬OnrCC、・丁－1unb

－6－



「ウラブロし三色じう風　伝包Tc、∈いriqJC岬On；cc・Sd十・

・コシづ、CJ、さしだ：租〕　DICY－nr－、OPtQYTG d；Chc）tonlC入〔Thu・¶b・）

・BGH1rh

・オオカブマ（LLがしら剋〕‾WG’od小ノnYbやJ‘入PO－rJCq CLrF・）S灯し

・ワラビCL、のもときう斜）p七酎畑中ふ1呵∪－i‾inun－〔し・）kuト、nVqT・

】a七TuSCulu什1〔DeSV．〕Ur、d．

．ハケブヨつンガ、cL、のもとこう劉〕P七eTTS　ギ払U．ri包丁　Hi白rOrl．

・キゞ」オシ少、（きじの忘、し正恵〕・49－03）／Yi仏J仇POnトこ⑦　NqK叫

・オオ≒ゞノオンぶCきじ、のお1しだ、利・〕PIn3i03プrrの削Phkbrq川リー

∩乙e）Mett・

・ゞユウモンジシタや（あし上、凰〕Po一声tr・Chul・［tYiP七占YDnrCkurl乙とブ

R・r．

14ノダし畠、しだ淑〕Pロー／5七iChunl POiy♭lepL1玖rumCRo佃〕亘T・

・4」ヂモド葺Cお、しぎ科〕PロIySti。hum Tbヨq〟玖hU′m kulrd七a

・サイゴブイ→デー〔訂した1粗）PoiyStiChulの．・PSとリdo－わ1Cへ－くi－′－OiTa一

ヨqlUq

・年ヨスミイ」ヂCま；・しだ淘J Pc〕lyStiChumIくU一会iuenS壷Td．ヨq可？

・ヒロバやゴソテツCみしだ．乳〕Cグrtb時サn－1rC＼CrOphノIlu町亘MoK－

ino〕Tq3仇VJC入

・ミやジ、マンダCあした科〕C／rt0－輔∪・れ　bGllchr、5．仇と〔chYiSt）C・C－

hヾ－．

・コ」ヾ、一ノカナワラビ（恵、しだ凰j PolノStにト、OPSTS PSeudD－凸で1Stc九一

七びL CTbS・〕TqSdりんり入

・ホリバカナワラビ（お、しだ、粗〕P01yStiChc＞PSiSロけ了5七心tq〔FoY－

StJ Hoは七

・日力．タシダC机だ、射　Po恒t；Chop引S’simPhc－OYh（MchklnO〕

T∴．・・、・

・ミドリカナワラビは、した．乱〕PくつlァS七一ChopsiS NiPPOniCq（Rost〕

T仏日C入．Vノq

・ナガワキンが・〔おしだ如　D・り′坤も色で－S S．1色bロ砂C＞nn・Houtte・〕

0．1くセヱe．

・イウヘゴC忘、し虔ね〕DYブOP七色で了Sl奇七mt雷、〔帆＝〕C山里「

・ツフシ4ウぺゴ〔お・しだし烈〕DY一／OPterlS。0m仰iぺtq To3玖ルb

・オウマワラビCおしだ、軋　D・ryOPteT、S Unけ灯り両S（McHく紬O〕

Makin0

・4ワヘゴモド雪Cお・．し窟籾〕DY・ブOPte・r与S Mayebcげ玖e Tム日仏Wも

一一ワー



・ウマワラビCお、し点剋）DYツOPbY；・5iqC色Yq C・ThUhb・）0・K七草e・・

・ナが仕ノイタナシダ（品、した匁J DY－yOPも色でiS SPClrSはCH0げ∩〕0・柊

‾セヱe．

・1オイタチンタ、（おも繭）1Dで声Pteri・5P？C－f；cc、CNch－く玖＝

Tc入30のC入

・マルハ、ベニンタ、Cぉ・した、剋〕DY－yOPもeY－；S．阜usciPeJ c・Chr．

・ヌカイタチンダ已ド季ChLせ．剋J DY－ァoPteY一一53y所hOSOra（Mo一

、！くけ、0）C・ChY‾、

・がリブゞシす（おしだ淘）Phe30P七台†iS．dG＝ニUY㌢Sい山と－P甲r一一ntd

C VcHr　トall〕Fe－C

・ハレゴシダCおもだ匁）」ロ、Stre玖9landul主3eY－玖‘cKur一一Ze）Mo－

C）Y．（⊇

・ミゾシダモド彗（おしだ丸）L玖S七rea onleT∈⊇hSiSCB。入k．・・〕Copeト

・4プ雪品、、．（勘定剋）」玖Str亨a Subochthodα5cchけ噌〕Tb－
ヨnWCh

・ミゾシダ（右、し居籾）L包PtD3rd柄〝1Cl．椚0用3Si．叫の〔ロJSCト、〕Cト、in8

・爪シダ（もも定匁〕CyClosDruS aCunlin仇ヒusCHoutt．〕Na－

Ko；

・カうつtトイヨワラビ（象しだ恕）．AUブ可u椚CiiV－Cola′丘3ムル仏

・ヒロバ4ヌワラビ（おしだ’利〕Athyで＝Jhl u／仏Ydil CHc⊃OK）的0－k－「一〇

・年ヨpキンタや（友Ld匁）A七hγYilunl呵Uam増eTum（Mett）Ohr

l人ノ1

・シウシダ〔£・しだ知　Ath／T umJ玖P。niCumCThunb・）・ィCop可

・へうシタ、（机だ施り　D‘Plq乙ium SubSiレ・－uqtu㌻川仏一一〕「b周一

・．C＝九Ja

・ノコギリシタ、CねLE、如）D了PkZ1日の－　WIChLヰme（Me七七）D；T

el芸　．

14ヨ？ご、ヤプレが〔ふ埴地〕D神仏乙千urn OKuclaiml Mc＼KlnO

・ミウマJコギリLjl・・（お、しぎ粗〕．DiPlqと1unl rnetter、一缶nuH1〔M団）

⊂二ChYへ．

・ヒカがワラビしお・しだ恕）D；PlqZ；un1，Cト、1．・、enSと〔BaK）C．ChT－・．

・4ウやしが、C鳥、しぎ剋〕Dて戸主玖乙ioIpsl．S CCr佃「eYll入nd＼CChriSヒ）

C・Cト、r・

・トラノオシ．ダ、Cもやせんしだ如）Asplehんnl rnC Sul′¶Thunb．

・ブルマLダ←旨や筐んしぎ恕〕Asp桓n山甲山γ通htfiEut・

・ヒノキンがLもやせんしだ淘〕145Piとni、um Pナoionヨatam H00K・
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・ア才がネシタ、〔ちbビんした淘〕Asple，、TUm　ルJlt。γ玖＝ト施七七．

・九つビシターCSや巨人しだ琳）ASPlerliul可un日がhげ也k Ln柄．

・アオス・カズlラ〔う上目君し射　PolノPOdiJ打－　N；POniCUm Metヒ・

・ノ毒しノブ（うられ射　し．¢戸SOTUS thunbQr9ふnu畠CK？Ulり

Chir18

・マメサタ・〔うら批判J L白州のqP－hノーhnl拍iCY・OPhy一一uh－Dr・

・クリ月ランしうらがし租〕NeocLrerropLeTiS ehSのb CThunb・〕

・Chin8

・マノネシタt、・〔ううぼし軋〕Neocト噌けOPt′色でiS忘Ubhc、Sも玖七色CBqK・）

TcヽヨしハLL、

・ヒトツバ、（うらぼ、し利〕．Dプrr05はIr・・→8Uq CTトーunb）PcmUell

・ヌカがシクリノlラン〔うらぼlL刺〕HiCrOS（つViunつ　buと†ヨerra両」析

（M㍗〕Chin日

・ノウヒトデCぅ封£し科）ColノS「Se＝岬ヒ√Ca CTL1仙「♭）・。hJn3

・ミツヂウうガンC55度lL利）CYソP5　muS hnstqtus CThunb〕

Copel・

・イウヤサギンタ、CぅらぼlL料〕LOT03Yq仰佃掌　ミ桓liC亘oirq Mnklrl0

・ヒモラン・し山、げのかず与射〕L）′こOPOdium5iebQld M杓

○温　　　絢

・一つユノ月ナウうどCI∃甘bらび料）　Sc岳Pt．ridiunl te－Y∵nCrLu・示CTh－

ur、♭）Ly川

．ヤマト‘リビンマイCせえまし、科〕　Os．nlUndqsもTuh CUnr、♂仕れ○町eum

（」・）p‾r．

・・キヨヱミコケシノブ（二けしのぶ科）Mecodh仰？Oli・30ゴ〇mm（Maki一

六〇°）　H．ユ七〇．

・コウヤコグレ」ブ（こけしのぷ勘〕H／け－金nOPlグー＝uhl bcげbatUrnCV・

d．B t〕B玖kと7－

・コバ」イン刀う、マLL、のもと己う割〕DenrlSも仇をdlm SCC、b7一玖C帆わJり

M00Y‾e

．オオフジ㌧ダ（し、のもと己う剋〕吊01C入ChosoYu。1fla3eiIqγe〔Mb一

六in1）HoLタの七玖

－・．イヌがンソウCも1しだ淑　　Hひtteucc c入OYfe■1七a＝s CHoc⊃k・）TYこ

‘e＼／．

・わタイノデ（おtLだ淘）P0175七ichum MaKrnGi・Th3qWq‘

・リョウノンシjデ（ふしぎ斜〕PoI／5tichop壷iS S七玖ndishH（Mor

lOY’豆．〕Tくユ3aVノC＼

－9－



・タカノバサラポtシ（うら度し剋〕CYγPSinuS en3】elr－　CLueY－SS・〕

Cop白ト

Otg琳的に竃っC大口だlけにあるもlカ

・バツキイヨワラビC£、しだ淘）Athプ†lunl．XPSeudo－iSeqhum KuYこ、

玖七仇．‘

・－メサワラビ　DJPIc，乙ium TetSu－Y分mqn玖‾kae kurq七a

・勺ツマクジ、ヤク　DIpIcへaTum SD、tSumq enSLKuY－仏もa

・ヒサツイヌワうどCよ、し卓胤）・AthブTrun－　S・P

・ヤマナカシす、DYγUPteで15　Tと七5u－Ybmanakae kuゾ廿と仇

0日本毎日こねずALL、もの

．勺・ソマン．5デ

．＝イコモナシダ

・ヒメムカゴシタ、、

・ヒ監ゾル

・、リつシオオシクジャク

・力ラフニ4ヌワラビ

・モノ　ワニイヌワラビ

・ムうウキベニンず

．やりうノl与ゞヨウシダ

・．ヒヤッイ」デ、、

・イ耳、やブソテツ

・ナガサキシダモド賀

・ハコネオズフジ、ヤク

・ウカナシダ、

・オオカラクサイコワラビ

・メガイヌワラビ

．ワカメフジ、ヤク

・ヒュウがンタ小

．クワレンダ

．ダキミンタ、、

．ホリバ、ヤついリヲツ
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Vw芝写き望嘩獲告5びに珂買 羨

森　田　忠　義

転日本の，ダヌ茸の噂患敗につじ⊂月昌と正確等記泉は少甘く．討轟き直めてし、くにつ几

かなり夢密擢意し、己の彪威も広く．慮児皇県北部の山岳地やス題の忌畷坦泉には手首晶、

紫腰してし、苔もようで．南画でも昭矧診矧1月に馬膚歌の重くでも鰯撥音nて来り1瀞は

少暮し、がませ壊腰してし、るとし、之乱

では、大口應区で感落され圧倒覆蒸して魯毒に供しよう＿

〔語一　例〕

一　昭和32旦日月IO日（毎日那歯先羨〕

測定値：、味読三Ocnl　屠畏ヰOcrrn

球壕毒：竪　山′　敬　意　一

飼靖姦：＿久　欝　轟　己

塚領地．：大口街隆之尾

大ロ中学疎鰯のさつま・し、も朋で農作業由．誓uさえの飼犬ェス公が突然げえはじめたの

で．更だとこち．タヌキ左木の上に遥Ll上げこいた．堅山さん東浦が蘭ゴくせ，ヱれに気

付し、たタヌキは．サッと末から跳びおり盤げ通した。そこでエス公はすかさず追跡し．・数

万密にブリダリしだタヌキ左くわ之て煽って釆たここれ吉見だ竪山きんは．てっきり死人

とものと程し、こ劫．r夢荷はタマ〒汀でもしよう力、‥‥・．と．フl（左ぶ、っかけたと・ころ．若

人ゼJ、リ左してレ、たのが意にムワムウ動き出したので．為し、て馬富原リノオリ．引障って爾

ヨごとに甘った。これ‾邑威し、た偏日新固超大口寅扇島の久野違已民がEBL、牽け・領毒す

うよ三日こ笛プた。はじ、地味生イモ石島之だら呼んで食べ・不足したのモ晩芝草左与えだと

こち．これもよく貴べた。しかし来聴且竜γし醸し㌧三日巨＝こ風4ワシ己与えたら．二足は

ようこん屯貪ったが＼あくる朝に儲石とはげしいけL、れ人にあそわ几．蜃ごうまで石目シ蚊、

思む惚し芋の守・激歯の診断左価L、足も・監イワシのためだ、ヒ害われた・‾けし、れんが、弱ま
るにつれ．・夕刻には戦力、に局を引きとり．冷めたく甘った。

【顎　二　例〕

貯軋力旦日月8日（串日本・朝日・毎日忍新劇発衷〕

瑚盤偲．：？

綴塵貯：まロ橋田野＿（雪男朗石〕

採瑳毒：：大口き喝琶霞（氏名不詳）

大口市田野の崖之上ご紺頗ノぐ、ス停留邸との恕「遠原石研虜の近く‘可．日月6日早朝3辟

頃．ノやトロール中のゞ’－アき亀し、在し・㍉ライトに白がくらみ、うろたえるとこう左よこは旨

昌のP細用．」－と召ったもので、ある。場所口部墓よりー碧く、Sい漁れた田中∈．竃面の肖側

Id谷Jtrセ元は鳳末や華の混生する戸打て甥云㌧つかまっだ夕弐キはえの衷ま大口ノl＼飾磨へ

一」ト



子どもた与の紋抑こと台鰭きれ亡のモあるが・節昌臆が定量百年く・・硬菌に激げらJLCし

まった由私ある。施しを線昌しこみると功酸のようモめる．

〔訝　三　付目　帽か静早　2日　川　略）

尊卑　ゴビ：入口竜　缶山

搾身労　ズ環丈勅

霊芸．慧R㌔斗叩強2叫軋枚臣画爾ふ‘仙L）梱穐

大口恵中山の只僕風土より・山中の環の中に2頭窪むものを東男′白頭とも鵬善し、．そ

のうちオスl頭を台喧しこし、ただ’いた。也のl頭はメスであった由∈ある㍉註風が厚く∴

リンゴ初を届と創増して飼うことにしたが・魯腺は義人ど楓の．方正うずくま貢．非常に撃

破心地く・ときどきぼ目が51こ外部をうかがう歴埠を老勤は司られず・僅馴こ填ると，

局をあの長刀珠几屯月、じ、リ・吏願堂内は如Shず象れまわり．・鮒こ人感の耳垢の毒し、た

亡の嶋叔堪く歯p爪にかけ・恕わく申嗟鼎まて・もか叔きり．聾料は何くわぬ現やまた罪

嘩こわしだ屯のq鉦こうす’くまってし、5。とうとう最後には空箱芭二重にしこ入几たが＼モ

nC・5ごね寸時東導ありr　命細の必妥緩さ痛解し是認凄∈ある。エアはお引こ桑娘の内塊

や頭部．魯左与えた。とくIこ血頭のつし、たらのは暗ん屯貴べた。負とネズミの内包嘲醇に‾

入れて．やると一やはり′禾乳類の内と餌も、よう管あり・櫓凋即につし、ては材料がなくC玖

寸ごとが重き甘せったのは毅忍であった．

1

以上の点から鬼鼻す手に1・葡九胴のタヌキにつし、て次のヱヒが尊対された。

0令　布：窄星山・布酎′噛棺？濯′東野岳，繁岳山′窟辟uノ坤軌高等に石く方市し

‘こし、る．

0酸　度　こ　ホ乳相互屋E埠み・靡謡雲の勅吻苗生傷先し．1線申告もし、くらか楼畠ようq

・ある．

〇百　町：r溜営．のヱヒわざプ）ごとく・蛍穴丸には垣対に脱糞巨す，．一重取政に巧覆

う。環は者LL、象荒さ渡し・モの卑在定礎現しうる．

－】2－



Ⅵ∴新　入　生・戯J想一文

生物畠口垣として－王寺闘志唾頸みてこ
こ′”ヽへノ・、“へ、ノカ、、ヽノ｛ヽ′ノーり、一一〃“ヽレ・ハ“ヽ、．バリ．ヽノヘヽヽ“－．、“ヽV・・一。ヽヽ．′A、ヽ－′“、ヽ．．‘L‘ヽ－ノ．‘、ヽ．′ルhhノれヽヽ′、“ヽ

慨D亀　＿康　　東東経

あと幾日かでノ私の生澗部貝としての－培厨が患わあわけですが．私が入部したのが去

割の4円中ごろ管あった。動感としては′申単醇化の先輩∈あり長足七でも祈る田鹿さん

の紹介と・理任で5ミラ＿であ岩が当戚「撃薮恩威の不額寺な私は1生爪部に入部したら少

しはよくなるからLn忍し、とし、う気烏弓が与でした。

ます′入部して．み葛と＿也のつラブより邸塁叡軸机、とし、ヨことが最初に雇己Sれた、

人数を述べ：こみる召らば▼≡乾生の常子は鳩もし、す′文子がヨ名．＝軍産刀買子つ名と．

し、らゆる今頃灯しく入部した⊥耳生が′哲子7名，異音5名．宣部員iワ名モあった∴こ己二

で・郡長ミある田鹿さんにr二・三日莞子のクラブ胃のし、獄し優由を踪し、こみると‾．彼ら

は′生物草書っCL、云・し、世し、せろうとの三とせった。Lも、し、人数が少増し、炬土産、ヨ：が．

みんながよくまとまっているように恩b軋た∵

私が入部してし、引ま、⊥はし、約の在事由，4月のはじめ　喪公園的正の虐燭採草で・腰衣

にした砲膠のるま之や尊名左前べ、ることだ、った。これは．疇几うま苛にはなかなか椙気の

し、る作柴モ・はじ－めての私にdl衣を顎べ春のに・塩甘くて認令・ときにld羊蹄苛む、かっ

てもわからなし、已のもあった。けれどもノー生垣苗に顎べて－　やっとめっかったという蹄

の気塙もば幸に硬じらの屯した。

顎休みに痩Uリ・≡巳蘭の卑歴年眈U臆喋限敢行に行った。駐壷2」、と＿買手垣4⊥（田

転・川畑欄塚・県木・舞）′鸞子息隼人〔吾や・亀本・長酬い堅田・≡亙組）ノ軌2

名・乃メソ　－である．虹嶋に嶺くと．さすがに負の釘ざけあって・何やら顔のによ、し、が、コ。

－ユとしてくる。宿舎は立郎ノI＼魯松坂あっ左。あく5日の午劇中dr立坪の放く諌モ抑こ

喪仕Cもまっ・た。度し．め刀う引まみんなはしゅLlこいだが・立郎正くtこ在ると亀こ酔し、‾▼

顔は哀っと息になっていた．年頃は垣岸まモ環鑑に行った．さし、わし、・ノI＼母校の先生方2
ノ

人が寮内Ltくだlきったの更．し、ちし、う包めずBLL、ものを喋ることができた。その夜は

大き珠r、かリオJ苫弱い・サシミにして食べた。先生方2ノtが外出剖tだあと．敏本さ人

に留守番亙題ん旦・私たちみん庄モ風呂に行った。帰っCからトランプなどして違．び・盟

朝尊く瑞リ．の八、スに乗り枕崎亙魯にしたが・この尿栗鼠行は髭にとって題も壊しし、鬼し、出

となっこし、る。

戻し状みも雇討つってこ年期に昔急と、休み中の頗物の寝逢引ELか＼った。房にしろ′

採建物は窃ムぬようにクロロホルムフlくに轟けてあうため．ノ了、E左耳畠と轟のに右上・∈阜が

まむ寸5ようだlった。二尊期中ごろの文化祭には′これま管の凍塵勿殊ど出陳し．た。

二学期邑終りに正し、噴．サンショウウオの濃詮に山野のね計ま屯‾出尽けた。布計で虻∴

一！こ－



摺訂ノl＼め6壇生の亨どもがサンショウワオのし、急所ま馬琴内してくせさった。行く途中．

息ざれの寸さよう往けわしし、所もあり－†司鉦：ゞメゞJ LCL、るよう注感じがした．垣虎

に着くと　すさに桁糾しの娘と・こ≡一四人の重訂中の生徒さんだ，ちび再っこ興れる．。

サンショウウオの住むというノ1＼さ成免れのあたりには・＿コケが10ヒンサくSUつも・つこい

急っ11カナを騰えるた釧こ免れに尊卑つけると・軸のあたりま∈ゾプリとする！まど窄た

かった。その日はサンショウウオ星蹄票LC．偏ったが・モれから頗臼かは・モめエサ凍り

か失費だ、っ亡。ミミズ甘んこ争ま屯きた点し、きだ度し、と恩ニJC・さわ〇Cもみ幕かつ亡の

iこ　し、ぎとなると人喝は旬こも∈きるものせ．

きてtこれまでぎ？ヒー丘咽に乾にと・つC愛皐であったリ・おもしろ勺、ったりした．こと

を急きましだが．頻看募ことに忍ばし、コも色の人と5につしてまh急ぎけでした。でも・

一頃閻生昭つラブにし、t．環虞の方はとEかくとしこ．生物が前よりか♪し呼畠に狂った

コとは，私にとって現し⊂ム・釦拭拍訝ったと軌、ますd　そして．昭急く畜揆生還を過ご

すと蛤に邑・ごきたら来学兄車も生物部にはし、リたし、ものです。

望物（埴物〕疎音会に動DLT
、山一ヽノー、、“．・の“ヽヽ一≠ノ、ヽヽ′′‾、、ノハヽ－ノ1叫ヽ一・°、ヽ．′．、も．ノ1、ヽゼノー’、・、＿叫、ノー、、し．一ルーヽ．・′、へヽ－．叫、、ノ〝、、、J時

－」迂　亀　吉　曳．子

吉急啓床み日の一白・鹿児島布鞄物鈴貫目口車蛙早ノ最大象単部叡塔初畠風彦巧′虹元

臆鋤研鬼畜山中民・モれ」こ留任大仁及屡のノl伸嘩凝煎月左交じl之て「生物（臆周）韻畜舎。

が大口雨の恩祉合酸を曜倭され．われわ孔も生物艶眉としここれに蓼調Ll亡翠頴∈ある。

契白．もし天気亡あったらこ闇十由扱屯朱色に風物牒兵のあり方の忘頭を覿5早慶屯あ

ったガJ　おし、にくの雨天モ中止になり革志であった・．Lがし・井口民・初島市・田中氏の・

惑津は．わrLわれに興味左綿たせるに充分丘．った。以下訪民の請濱の内容芝垣約しこみよ

う。

〔初島経大飯葛1

0顎劇相即封諺乾にできる虐軌瑛兵迭

まず．確捌き族果した成仏．ただ、Sにl収の釘圏庶五日っに折り、モの闇に慮喝息dさ

ん電－．4－、－5射止のよ、もしさする、母島、L4－　5日q仕上げ’毒風合は＝ヨに＝司は足、ず耕

切取．をとり塚えることU‘粛し、アイロン左2～3．位当てこもよしJ Lがし・二の鷹合頚邑す

るお・enがあ急の電註専す5．

0採集彪行等の潟合′告劇砲新顔瑠砲問の喋唇法につじて

琴ビぷん珠頸敢行に行き．．環集はたくさんしたが・とこ、これとどうしこ凪盈すべきが・

即しし、ままG保存す引こは？とし、った密会大変飽っこしまう㍉こんなときは．大きめの

ナイロンカ、ビニール躾を持参して、・温咽た研鈴鹿の上にのせ．アルコール（メチル）E口

中にふくみ・己の垣間の上に叩き別け・那簡風を重ねこし、っしよに塔に入れ一室晃が襲う
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償ト、ようにしっガリと口左照のtぁけ成一・ワ～8日畦喪主モあるも

．e等しい慮物の方速．ラ土の花が、旦のようにやわGかい花左己のままの風味での俣尊の

方老

果しいランの老公ど．お1しぼなにす引こ仕花びらが掛け菖′　とし、っだよ5度塚合は．ラ

ンの乾五段集し∈由・花山、ェせけ丘範リrアルコール米ごみたした涙象が人に入几てあ1く．

計」やすし、乾び、Sなども許＝こ俣各す忌。陳速星作急とき　叔・無．・祖ともミうったもの皇

軍昌べく象の・花1契甘ど刷に石下の卿こ小さし、ナイロン襟に入れこよ、く・

窓がとし一C r亀皮慧か苛匂＼通例の名を車之に＜し∴三か几さし、飢こ敢え5べきb」とし・う

ごとせったり＝れは・凰m採集す急熱昌∴喝周∴日月きテープOに記入し．剖t皇臆物に癖

′3∴モLC・篠本を在る甲・新開さ項える固．蛍之急のが畠も合理的である。

【対ロ呼物魂最〕

易人音・′憎掛－。中歯校のとき有休義の砲車として凄物や二人虫綴真をやってし、るが、

LD、し．盾太は信フ亡にしろ名ま土星諭べ．るのが困難ぜ・だからふん甘．膜質き点ったU．

Jgまえさ珊べ甘しままモ見出するマ渓窯とし、うものは．嘩本を檻っこも名まえ左切らなか

った・lう無意味せ．ぜ万ら・客盃ノ章こ乱名・単名寄記入すること・それS邑利用し鹿児宙簡

便鋤鵡百は・8日う旧に．名まえのわからまし、もの五威せC・．名まえ左つける会覆値．しこ

いる。モ大法とき・料に恵療・大単生こらが貞義取る鹿めに一gに只頭をとって綺5こ

も毒が参U。・ELきみたちが名左班ら電し、鬼看ば・．いつでも囁物醸あて珪リ琢さし。し、つ
ヽ

でも諭ベCあげよう一一・・・・・．と心あた．亡がし、烏亀を与えCくどさっ〔．麒潤しこし、る釈

尊で．す・

展後に＿大口市恕印にお潮のの山中只は、倖僅逆さのシタ、、庖物の胡兜に焦眉を持たれ∴

敬白製に£よノ訂砂防星吼祭されてみられl同氏のお屈しによ壷と！ゎ水餅圧屯方は′壁久

軌こ堰く、シタ、地間の産地であ岩とのことだ、。

われわれも、宙革に應まれ亡ヒンターランド、色馬5射持・もっ．．ともっと生物溝助を芸

発にてDGnばすら宜し、と患う。

更け班員　と　し　て：
－′’、ヽ。1J叫－′、、、，．〆‘、、′1°“ヽ．、′－1ヽ、ノー、ヽしノ“、、、－′一　、、、．・1．－、、が

一句C腹　具合出　　産

嘉攻に入学して．生均誌のr鎚如き集まれ九の末慧ダーを鼠牟とき・先生宛搾生に

ど人育こと．亙ゆるの月、邑堰かず・自分塔寺に－たぷん昭博壌本作り幕ど‾亙行等うEのと

決劇．環慶のことも廃って入部した。

大津しこみたピー上級生l路ばかりせったが、われわれ穀1生が軍手⊆孝だ’？亡のqL、

くら小勢心Llを。しかし・嘩剖ビこう廿・．コン虫・小劫瑚・の瑛焦慮ビ一回も訂画しCくn

尽U．．。上場生の限．った凛本色男ても碇勒ばかけである。ぼくは東泉。塩物につし、ての往事

－】5－



や名まえばあまりよく知生す．興膿を持ってし、眉がった。しかしどうせ入部しそのだから

と魁し、．生物部のためにやううとバリ午ッたが，P引工蛮とし＼之ばh色のあ亡だ腫物の靭

箇敢E郡LL、のと取り填之るだけのことノときたま．爵埴土の風物に水星くれる．至れや

らし、のイ工車だ1けモーだし、し仁コ・と巳甘し、。

．．己ん葛こと百、°ワニ㍉／ユウウオ渓無計画のときにも．ほったら月、した気持ちになり・と

うとう蓼現し甘かった。蓉畑した部垣の葛元智にあと屯暫しを鞠と　ぼくも行りば－よかっ

たと嘘悔．したが、魂の祭りだった。叡矧渓集は後にも史きにら二五が咽せけせったので．．

まったく球春なこと瓦した．

新入生由子5名のう＿ら・し、ちばんまじ度目ここの．－軍備左舟し風したのは．＿軋す禁わら

な元葛で怒うう．松元壷のまじ的さ‾Ct耳顧ノむ寸志。部の仕草苛，ぼかの人のし悪かった住

専は．プツプ11億」、ながらも積がとし、て＿Lや？Cの「控∴幸酎豆・壷倭・計画葛ど．1ベて

徴の行尽し、と蓋えるモあろう。

16－



Ⅷ∴大口地方れ昆虫採集白頭
ノ 森　田．忠．環

大口市長よび停在．姶喪軌の七部のこん虫の頗変は不充分芭あり．宇線のこの方転の増

発も必鼻である・では、下訂こ大口市で生局の僅厨されたヰヨウの瑛欒日鼓塵塙げ、て看官

に供します．

○せ′りちょう凰　HESPERエID4E

1・ダイ主ヨウ色セリー　Dq；叫．cte七hグS d玖iSe。盲Riky′
G2．Ⅶ∴20．十慮

つ・アオノぐZビリ　Choc、SPeS benJとゝmi〔；iJaponiCa軋仕り
申・∇・25．鳥細山

3！ヒメ彗マタ、ラヒヒリ　　Ocト、loJ∈！5　0ChraCeC入　TiKucL、Hla ButIeY－

63．Ⅴ．：5．習野

dr　コケサバ、ネヒ巨リ　　ThoTeS去a V仇でrQ MuYr玖y

．63．▽．5．．忠元

5・オオケヤバーネEヒリ　P01ァtrem－S．Pel山ch－da　卜′1uY一句ヅ

63・∇∴25．象細山

6・′イチモンジ巨セリl・Pcげn玖Yu3utねta BYで－11eYlet GYu／

63，丁，　　大口

ワ．ミヤマ‾与やバネヒビリ′　P∈LIop d玖SJO、〔SDnJS But色で

63．丁．12．菅野

8・ホリ尺セセリ　エsoteinOnl⑦mPY一〇もP血S砧Id虔Yet FeId色

6う．屯、22．末混山

9・ヤマメ1ラ由り′・PobntLus f－玖＞し間MuYrのy
・缶．∇．22、十国

′／

ぐあげ旭ちょう剋　PAPエLlONユDAE

l0・‘ジ“やコウアサ、八　Byc、Sq玖Icけ吋時㌢dIcir「。uS Klu8

簡椙ケ立，鳶培山，昏部′木之民′牛眉′　63．▽．

＝・アオスジアケン＼　G圭ophiumSarPQdon Nrpponunl FTUhstb㌦
ノ

fel一　　木之民′大口城山．忠元．63．Ⅴ．Ⅲ，Ⅲ．

12∴ミカドアケツI Gmphiunl doやn cJbid〕－n Wil∈汀nC日へ

木之民，6ヨ∴∇．12

15、・アゲハ　　Pdり⊃ili0　XU七hus．LTnrre

患隈山．丸之民．大口′世辞二千醇　　63．∇（訂

－1ワー・



i4．モアザ）＼　Pc＼PiliC m。スChぶOn hlPPOCr玖teS C．dニ　RJk有長押

．一　日貝田．〔ロ＿　Ⅲ．261－

β・グロアゲh Pc入P＝iO rPl一〇七erlOY、de両眉七†；uS CYumeY・

葡封．大ロ．懸野，62′孤へ　6㌧う・Ⅴ

－6・・ナがウキア帆t Pc＼P－Iid㌻emnOn thunber8盲一一．＞On・Siebo、IJ

大口．太ノ氏′　62．tⅢ－〔う．Ⅴ

tワ・モンキアゲハ　Pロ、PHi0トtele佃」S n持エ○叫COkl「S BuヒIeγ、、

年卓．大口，患馬山　62・Ⅲ．′一一63．1v

喝、‾‘！・ヤマnラスアゲハ　P玖PlliO　椚qndh．ii．如上anUS F壷nも0∩

大口，画岸田，62．Ⅶ1

19∴ラ．スフグh pqpiiiO biqno｛dehぬnl C．eL R．Fbl豪㌫

大口．63　V

0しろもよう凰　　PIERエDAE

勃・モン幸手ヨウ　　CoIiaS er玖te poiiSr玖Pト、uS Motschulsk〉′

末乏尺．63．Ⅴ、26

2l，ツマク．b干すヨウ　EuY、∈椚qia吐玖1b∈～七hesbqJnnson

大口′　63．V1

2．号チョウ　　EuYで‘mC入　hecq♭e nl玖rJaYrn訪　de′！・oY－Za

ま0．65．Ⅲ

25．ヱEンシロチョウ

大口．63．Ⅱ

ニ払．ツマキチョウ

・大口で料．盟

ユS．スジ、プロチョウ

2I

Pl＆γ了⊆・YnPcl’巳　年†UCi＞OYて＼＋BoiSdu＞Oi

】ワ

AnとhocG、YiS SCOlァ叫US Bu七le－・「
25

PreTiS lγ川とkte Meneもヽ（一色S．

土口．63．皿．25
l

O Lじ嶺七よう喧　　し．YcA′EN工DAE

あームラワキシジーさ　Ncげ玖七hu‘r玖JaponiCc入　MuvYOy

大口．．布訂．6ヨノ　甘．22

欝．・ムラヴキツバメ　　Nq，「athuY↑C入　blchZ玖lus tUYbqtc＼ButleT－

十徳r　6つ．ⅢL．引

取べ＝シジミ　｝cqen？Pト、Iqe－qS・dc中信O Sや七乙

木乏民．65∴皿．I4

盟．＿ウラブ芋シジ．ミ　　Lc入mPrJ．伝単　boe七1C－」S．Lirっn∈l

T曽∴63　ズ　　‾用

一喝「



凱ルリシジミ　C二割qSt†i一つrゝ　nY℃；0luSlodonrdes de Ldでヱ瓜　一

十曽∴　63．Ⅶ．22

剖′　ワッマシソ、ミ　　C∈・bStYrn（フし＋く刈bocc人eTUka SQuと白ナi FγuhS一

七oY、f包丁　　中尾・（？〕

軋　ツ川、メゝゞミ　EU∈Y宅S Gで81nJ色S heIiotiCl M白nQt包丁－OS

昏野丘る．正・14

もヨ・ヤマトシジ、ミ．ZiZee「－‘牢mchhO・訊T87玖　HenetTTeG

土□′十曽　62＿　Ⅶ　（　63．▽

翌「二ト上しシジミ　　TC入KeY－＿Ha叫OCk入　DTuC∈≡

恵感田　62′Ⅴ・割

0うら窟完しじみ凰　　CURETエDAE

迅　ウラキンシジ・ミー　CuY竜七千5　aCUta Pqy1≡CUtc入　d昌　NiC∈、＞；＝∈

大口．62．Ⅴノ＿F、64．Ⅱ－　2（〕

○こんやらょう胤　　L上BYTHEIDA∈．

′・・・→海・テン・グチョウ　L；りい1色ふcQ心S C藍住oi．d由　F†．UktoTf色で

朝日　63　m

○ませももよう風　　DANAエDAE．　　　　　　　　　l

l彿㌧アサギマゴぅ　cqdu80、5止のNiPトーOhlCC入M00Y－e

娘山　63．Ⅶへ　Ⅲ

○たこはらよう瑚　　NYMPHALエDAE

習・ゴマう、ラ与ヨウ　HeS七、inqJcスPO州Gq C・et R・F可deT

塙田　63．丁、23

聖上コ4う，ワキ　△pくユtu7「久　TIia C芋・SUbも七ltutq BUtleT・〕

朝日′大口　　63．∇～tX

郎・4与ヒンジチョウ　Lc、do3云C通一叫＝qJcりPOr－圧泊．レ旭－1eヒYleS

牛亀．大口‾　63　Ⅴへひこ・

4「コミえゾ　N∈乙PtiS　く1C已叫S HJte－へrrlQd持、仙∵臥　PY‾yQや

木立見．笹野　63　皿′1㌧工宣

．心r′サカハ斗今ヨウ　AYqSCh－h一室　buY－eJc叫C人　らtTi305の・But′leY、

木立罠′，田野　62　Vへ63．Ⅷ　一

鵡：スミナがシ．Prchc汁やOSJa｛esi佃qChL一S nesJO七色S′FTu．hS－

tQTf∈で　　閏月・烏魂ur十．岩　63．∇【1正．

一博一



叫　≒タテ八．．Pc，†ブヨ0nia C－qUl－eunr Linr－．色

恕元．63．Ⅴ・5

45．ア乃タテ八　　Vc入n色SSC入　nc＝cc、He・rbsも

大口′・紬山鳩蒐・由・Ⅴへ且　　　　　　　　　′

侮，ルリタテハ　・K珠h増収勘Cchn玖S色　no－JcIPOr CUrn　＞On5栂b01d

士□（；さ　正．コ0

岬．ツマグロヒョーウモン　ATSyYeuSトッperblUS Lnne

魁元，大口．63．‾Ⅴ（54．Ⅲ

査・イシガウチョウ・C／T色5七iS th／Od①nlOS mabelb Fr‾uhstO・r－

feで　・世診．下口．十由　62・ば′r一　申．皿

4Lウラギンヒョウモン　FqbY－iC把読q。領有ppe pnIleSCeU5　8ut’ier

u野　由．辺．5

望　メスクbヒョウモン　DchmOY－玖　5a30佃iinn∈　Fruh，StOYイ豆γ

布訂　63　1証．旧　も

5「ウラギンスジヒョウモン　41－3yYOn01¶elqodiCeJc入Pくつ〔iCO、M‘⊇－

netTieS　　　田野（占．Ⅶ∴　3

虹　才才ウラキンヒョウモン　　Fc、bYIC anC neY PP宙　C・et R，PeId色Yも、

田野・∈主1針　4

・軋クモがbヒョウ早ン　△1篭ynrriS anGdγOnle－1包・h；dくスS Butl∈で

烏坪山　63．∇＼13

0じゃのめ旨よう風　　SATYRID．4巨

54クロコノマチョウ　　Meic入れ；亡iS PIredinlc OはenS S Mq七5urn」－

Yu′　　布訂．大口　62．Ⅲ〕～63，Ⅲ

呵ジ、やノメチョウ．MinciS dで／qS bpu〔Ctq七US M。tSChulうり

土日　〔？〕

葛　ヒJゴヤ良　MyccJe57竿30t。mよ　軋Sih S FTuhStCYfeT

丈ロ．恒野，＿末乏尺　　63∴ワ．へ二Ⅸ

由一ウラナミゞヤノメ・Ypthinl玖1¶〇七gCトーUIsKyT料∈怖e et Grqγ

．十畠　63．．Ⅶ10

SB　ヒノウラブミジーやノJ Yp七himq即8uS Bu七leY・ま口63・マ・栂

59．クロヒわゲ、　LQ亡h色　biロ，1C＼Bu七Ie†　士口1－63・Ⅴ・1ワ

蝕．キマダラ巳カが　Neope30ぶCI－1Ke）はSCL1；i M即etYJ望S

．旬月　卵・∇・I8

以上・ヨ凰′やり展′60蟄忘・よび愛稔を記し・紀静さ几こし（こも禾慮狙唾は舎徳治儲する．

以上の凛太は昌江去海馬懲らが七幸壷の壌本による．

－ユ．トー
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甲耶静．羊…こく⊆嶺マコC寧bSヨY、1上山や1選立位蘭苺￥′FIY（欄癖．．コ粉雪

’⊆削．、1綽著、劃十一旦つ証酌瀞倒び曙‘1、年
1一⊆訝苛、「轡辞どこ冒C′傍J仔呼船台コl⊆㌢伊串書下は、1Cコ曲ゝ畳　1草e滋、「田羊I

込別れ際靭絹噺mH′｝琴フC革‘p58ヨ1着怒⊃α密コ、15、ゝ臥ロ＝ゝぉ∋通庸

一二I⊆アび亀吉ユ「主、6、1an等号ユ1ゝ誓1こ1ヨ馳噺コ故c′na葺声ヨ、1∋γ訝尋常

－T、14￥ユ領Yコ耶亘フご混⊆Y∽ニノ溜軍8初雪tIgl与・沖、‘「古5〃叩綿⊆．再

壷雪山主産拍㌢㌢包堆さ萱は折目針与コ1Clゝ緊ごl∈上1醤コl⊆才γぎl・軍Iマ諺、1ユ「奉恕対圏

冒ココこ泡雪立＞コ乙宰ノ〔溶昏耳迫呼1雪山轡軍司）盲を1こ、qB19「噛馳ト音が肯督

訂乙呼∋耳亀菌笹ユゝ毎岸田ゝ卑’1号e⊆㌢号、「害う1ご苛こ々即日ゝもと　∴㌢害され

混ハ沖ミニは幸立寄怒ヤ塁ゝコフこちフこ号・茅ISl亀急1音感nS＞ロー∈包′5＼障毎

封は離幅酢注の細隊把甘い虻射岬鮮け、ご串開城∋1蜘二l軌封が沌羊
仏日－ひさ・・管耳空白一頃封ぺ㌫手相⊇1畜滋∵Cが抄等∈ナ1苫】マ日昌轡H；e⊆1㌢け冒、手l

壷井フごコ㌔臥隋摘軍備憾有害∵門持渾⊃、1年＝席題碧．堵立替晋払城山こ∵・ユミ

0庫⊆芝、⊇ひ、「虐事学習ごご芋i題膚、再缶＼Pて相

⊆こう旦苫避顎も訂C窪む醇畢士蘭］巨曾二憫密秘等二個車載‘羊にLC．守マ・「笹5耳号砲

錦紗二日」章等コカ1．＞．1．麻砲口雪抄を宜‘て⊆冒坪も旨味．ら訂マ＝ひ‾迫団粒＝l＝鋸

へ昏上砂凶1∈E∋C串C冒．主君・抑昌唱H新砂、1駁ら∵封報拒ほ摺hln∋1マ⊆

盲薗ヨ菅堅管＞⊃1′聾▼∩、㌢γ±cCj圭コ増・らα訂C、払方fIコ＝∵ン1、「コ苫Iぴ＞、．芸l

’1、q－「。⊆亀子∋図智煎マ＝訂C、拝ミ＼l碑鞠、錬マご急C・蔚91彗び・蛋＞ニー、へ響．。訂C型立

ユ頓、口f再刊こ．アび首C声音コ、堰・取．直撃空涙マごっこ添p固迦坪に噛む睾里こfけ

、叢Ie要壁≡㍉にヨ1、1砲勒コ遂ニ「訂C団扇拍陪臣㌣γ持場M摘日射帽耳即憶

ユ1二7－監U⊇c、りも菅は、「患旦隅、「訂急C、年1宗．御身材摺、り醇の1尊宅‘ユ宰1、㌢1

．⊆乏蟹玉フこ冒撃号道ぎC、1二個儲α＞漂いコ17叩、「臥rll許勺百五

．尊昏‾心、1号「澤↑中象甘⊃Cきき盟γ仔細仏尊嘩‘缶、甘砂上く∈1秒督び令書‘訂苫

0⊆尉fl＞廓‘フ声ひ、r）ギユ乙少1マ‾ご恩⊆

半切こ若にl革マ・－‥一一一百旦声びユ華道煎、1臥「「巌ユし留置マこも⊆￥甲こ‘乏1童も、1

号昌ゝ∋、「．£1ゝ瞥ヨ．彗p尉ヨ、「鰯雲1㍍：‘5＼仔、且・羊はロ藤即けこ‾γ幻持∵衷瑠

むフこび連打甘さ‘宰相古里吊柁レ軒蟻に革㌻拍腰∴酎拉J臥摘妊訂現的欄

の絹月¢削酎′申5；ンゝ、￥1°訂u己5て直せギーヨ静選び身森川′′雪∩ア⊆、1マ恥「・臥1

1枚‘羊iuこ‘壷、1・P⊆箪望trS、上席コ的百、五ぎ爵卓5‾び白⊆乙‘ユ1マ乱へ醇、11播

e訂乙uy亘＞∋渾臥「臥「1妄細∋革ノ『、、「圏nl．軒対⊇こ、ロ＼ロ包⊇ご圏蹄

へ管恥け拝ト「苗∽‾＞昏掬∵￥には婚鏑酌離別酎甜事急事ユ仁鰻にl日ムこ′ユ「蓄宗コ∈琵臼、9

日　￥　一m　諒　闇勺由一

間＼「琶ロブ⊆日算蔓「悪登帖賠‘確



人たち林増臆ぬ賢あったがらこのように思えたのがもし几狂いが一一一一‥・－月別こ石崖の人

たちは乳畦が東っぽUヒし、n・れC‾し、革．が・ぼくこちの見亡㌧枕崎の⊥仁ちiこは．そのよう

昔とこうはどこにも舶㌧たように穂－つれ乱号比に一棚の泡方の吾雲白極げっとなら

ば．もっともっと良かったと恩5．も同じ慶月島興人∈あり萱がB′ことばがわから放し七

はまったく癌りすし、．県夕日こ、繍しモ人たちが，高貴か遍ビ宜し、屯摘むのも顆壷のなし・こ

とであ昌と層った．

う．ら　言畠　し　　　　　こ茸　栗太鬼代

かリオブシとし、之ば虎岬，虎腑とし、之ばカッオブL．ただこれだけの事備和歌と＿あの

時敏のある枕崎吉葉亘思い翠がベ厚がら・・貫卦こ触られ眉こと煎鰯闇・臼的密の虎腑に轟

いたのはすモに夕方恐く屯あった。

替りと隙は・．大口あたり軍喀ちょっと更当たら幕も、・ひなびだ！朕屯rああ′遠くに稟た

塔あー」の敵がひとしお謡い駅の正面には圧がくっきりヒ白にうつ為。菅の丘盈よく

貝毒とく何力、形どった也林左してあ急の苛、ン号の席凛を轟き留め＿帰宅後父に話した5′

珊崎の前垂星野ビった埴膿だっ乍モ5せ。

至れふう満員バスにむり馴」に東電てもらい亀崎の広し「商内芭走り出す．産中吾し、産

物が「⊃も見当らなし、のモ・何ヒ破く擢亡し、釘に買え毎。　　　　　　t

謹巾．大、し、に期待してい＿た胱胎毒萱が・つし、に息に者せGれ亡．．カゴ左潰負った畠、ぽき

んが「ビこけら束やしたと杖－」と．密尾を上げ・受払有卦こかけだ・猫の言葉癖とd出

し・私は′　rきた甘⊥ヒ理っ亡が、芝の毒葉がわ廿らず一二三車間きかえして擾車した－

としよりばも与うんのヱと．芭Llきれし、幕女のノJ≡うでHぎえ・アブヒント√）重し乳腺菖蒲

E座って惑しているのにはF．当票のこと許が、9・ノ鼠しぎ富右がしき芭療じたp

尺lス13どんどん毘凡甘直芝産忌。早がこぞのうち・虜のすえたよう僕によ、し、が、常をあ、そ

う・海辺のにおlL、とし、うのモわうう。

鳴為所立粗h単蹄に．毒し、た割譲－もう白も怠れ′う寸疎く窟う誓いだ・森田尭生の報吐

きの方で・′てこの小串衣の先生をしていうっしゅる方に．し、うし、ろと缶坦琵しこもらう。・

盤．生舟よ′　この度珪とその碇は．．夕食互井にされ岩だめ　私と5せけできっモく夕食の辛備

にが力＼葛．

出願上がりは上々と畠し、たし、ところだlが∴華短針乳がちゴナゴ与郡転にサラグラのカレー

で一安子の画白丸つぶれ一一。そのとき・曽事理声し、わくr火か口威由＿と七までしだ召．と。

習韻も′先生や現車部翠に申し1つり慈し、よう償朝命左裟之・療歩引0万．海尉こ出る．

車中の象々屯は愛敬取ん尽しC乃リオを・こしらえてト、毛．芝の葦つきの直し、ことによせろ

く。迫∈‾会う尉ま．さんrあじ1さん・み珠／し甘つっこくC亀田ぜ＼r鮎に衆るのだ．⊥と蓋う

と＿「きのうは海が、甘ざてし、こ観廿だ1っE11ビ1‾さようは少し徹れこし、急から風E．二つけC

ノ芸わ」と－h一‥。
1

＿＿イつ　二11＿



入、江左田富まで鋤ま相当題れ舌。鉛昌の方邑蔓ると．大き」、環を・屠れ、SEdlにがぶり

ちょっとノb細い気がする・

茸をがぶ、る亡びにキやアキヤアー害ってし＼だ訂鼻だ岳が、ぜ、んどん融けに啓1てくる・．

和ン．碑ン和の石の堰にこたえる最初と　に思しに．一人・ニノ人と気分区毎くし・声左立て

5毒も慮く1みん珠毒し、矧こなぅ芋し去った。

「立布Jのし、h几だ’とし、う・観音ばさつの形左し仁畠が・海中恩く立づこし、苺．ての岩

を一遍りして由うめ瓦屋に急く予定と’つたけれど・‾叙ん珠グロッキーに偏ってし、たの也・

まで元力大皿諭眩もどしてモ∴らった、み人匂す：了く胤rLに嶽・1つて．心勇ともにくたくたlこ

なってし象三∴，ヨ甘Lモも頚飾の奉じさんlま．壇げ鍋の哩げ方や．象の真鶴方を蕃振り練

りしこ敢えてくれ5．山里から出て采だ垣たちには興味深し、ことばb、り足、った．「如しとも

鮎坪山二はどうしても負底月ぐ監うことを堵旺咤具ト㍉はっかくグ）あ乾しもモこそこに鳴き，

めれ七噸左水産」、しこ干‾し・．感食をとるノ。

半ば乾きの昭互恵C．バ1女に発表ことIOか．ゆがこ採貴官的胞の毎度に魯し、た。

包子孤軍は填まで㊨几一日やクラゲを．男子部瑞はフ】く中に潜ってウニ笛ど邑環壊した1

去ま之もわからぬまま．ありとあらゆる角地や・きよく房初物均を疎めた。車検に軋1C

名ま之去割べるのが華し訊∈・革挙り只家に揉鎮したq

一日も・暮れノラす暗くなった層と．めれた服狂葛て恐く乾ともの勢には＿之すがと異皿の

人々も芦左かけず′埠をぶり正っこ更送っていた．

夕食には′カッオの大き殊の左300圧粍属し、・さしふと堤負にしたが・魁理がJu三百・

何とも印象の果し、官尊の連座をある．

義邦でべ実ペトに甘っこし‾、5からぎ左変う亡め．町の鏡湯に行く。きっ即」したよし、鍍

葛百喝かっ．た9

二遥三日の環露盤行は一環患白的五男し．囁LJは喝櫛麿玉石に＿　圧に，の忌し、ば前後に

菅の考レし、毛にうっとり｝て一山11噸鳴発の到患モ偏在につく・

乳車の中で．生物郡に入っていし、俵綴左したと・つくす．く月翌っだ∴

llここ、－



密雲炎会　ク．枕U慮照避寒の嘩ク
、ヽ－・1・ヽLl4、、、．・・ハ1・、ノあ．、、、・・・、ヽへ！h・、、・神へへ、・ノ“ヽ、一・一一．、、、．ノ・、ヽ、．・′A“ヽ、・・・．。ヽ、・．′’、ヽし．

Oと　を・…・…ト9日3自邸詳後

Oと・こう…・り…・生物前垂

○司　会　…．田口・切B

O田能義・・・‥・・・・ト餃原・幕末・jlL畑・田島・．竪山・松元・

果・三百日（イロバ噸〕

一二均三日の餌場で・の′し、ろし、う楽しかった専r£もしうかもた車．また．手車からは

こ大谷にしこ尽しし、とか．芝の后翁や　翠空が香色と思います。それ星章サら琵し合云

ていだせきたし、と周し、ます・

栗木　一日白の．夕食て▼・．カレーライス五し差したが・わ大塚にたくさん埋．し、た甘月ま成し1めて

射）ご・水の加減をまちがし、・コすコケのご飯左たし、Cしまって14ヨットますし、∈し

た。

松元　ほんとにあのタ醇はまずかった甘。（包子の方を与ラッと更CJご飯だけならまだ

いし、けど・力し－が大要だ、ったっフKみたし、窃カレーに・肉は一皿に＿一切れかこきれ0

童長田　しかし．引Lがかえって今と抜身LU層し・出に債。てし、剖ね。だけど．あのカツ

オのさし教はとてもおlL、しかったなあ一

－自分たち苛螺臆し亡のこすかJ

一囁、tまし、J

h－－一迫卓抜痔って行くとし1うことでしこが・どうしたの屯すか。

阻島’昏較〔定席小）打ち熊LCもらし、ました．

川棚　あららの人はすごく墾田モしたら単位でE床の上に癖かされるものと問ってました

が．一顧画の尭生ゆ・森由先生のおl月】り合し、の尭塵のお廿げセ・ぢゃ在と感直蜜豆泊めC

もSL、rふとんやわ、やま㌣要しCTさり　とてもう化しし、下し亡。

…一環さん由．眈隙に竜し、亡灯をし・5ば人先に麻じましたか。

質　し、らば人lよじ’めに巌止だのが守菖菓」です。ごとにバ1スの申∈向こうの人から方竃屯

ベラペう塁由られ‾たときには．何と答之⊂よし、かわわ、もず，－まよっCレまし、ました。モ

れ」こ．付も、．の人む、リしたように眉し、ました・．

州畑　はえとうに㈲こうの吉集は忘もしろし、CLだね。．遍へ行ったときに富人夫の畠、L、さ

んが・おもしろし、蓋栄軍的たしたうにしゃべ、られEので・お也、しくなっ⊂・つU鋤き出

しこしまし－ました。

整u　また・だ一急ま船に襲ったとき　はし、めのうちはだし、′＼んおもし3かったの芭すが・

あとに暮っ⊂・力、らだ’にLd丸がdL、っここわくなりました。

駐元　ぼ．くdナ鵬の中Qねむくなりました．恩人とlこねむくって．／

鹿家　ちょうど一缶確岩附直∈愚に乳眉5が寒く彿ってきて．′

田鹿　しびれ・がはし、って。・また、111鳩車んがしびれが壇し・ったとし、っC放き出した噂はび

一．・24「、



っくりし衷した。

日日咽　あのときは．腫んとに宛ぬのかと思し、ました。

三反田・1且の人だ引綿に色が白く信って・．畝伊インスタントゐ要人に射した掲U庵酔、

・し、したわむ、げさまだよ。

泉　自首でも邸ったチビに一一一‥・どうしてそんなことを尾上るひまがあっ庁のて

三屋由　どうもゞ二星、ルエンゞンのためらしい．

竪u　己礼は己うと＼頗嘘の毒血とっこも塊しかったなあ、トランプ悪どとてもお、もしう

かったりモ礼に長谷川畠のシッ呼がし、ちばん痛かった恵あ．

な元　ふせんは康lくはトランプ味澤けちな人定が、あのときはどうも－。

‘田島．鼻さんは・し、ちばん早く卑L L、5ばん置く起きるんたかぅT∴▼やっぱ男・安百の

・管用がは暮れ笛し、の払．

集　はすわ、LL、こと芭わていモ‘．

三反田・駿馬　採集期喝が値かがった。あと一月あったGよかったのですが∴一

田島　栗丘は私はらう峯業だ．けど′凱C行1こ組．．

筒顧　そのためにも．やはり等味あがくいじですぬら

C帯留の萄雷で中詮単卸こ怒る）

（不参加毒の扇歯〕

字句凛埠の昏汰みとし、うわけ菅、勉強をがんばぅぅと屈し、′魯潤し甘かった。鬼届は不

超卦こ綴わつこしまったけれども、∴「－・奉加告の話し畠㊨くとF．とこも凝しこう∈うS

やまLL、＿きょう．、ニうして転し合し、さしこもうっ亡けれども，瞬闇の配合ソ宗とも磨り・

肝心の綴鼻のことが会堺暫しに出ここ甘かったのは頭恵罷禿る。百も・運の生物をたくさ

ん採ってきこし、吾のを要せてもらった∴星訂するに．深慮日的はらやんと擢しこきこし、着よ

うすモあ亘。いうし、ろと早車や象嬰彦どもあ盃ようだし・これ副軌こ・束句風けら吐よ。

よし、尿農康行がモきるようlこしC豚し．し、ものミある。

一山［【コ⊥

一一二『一一



］芸．コシア刀ツバメ紛生息杷
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嶽蔦忠泰
l．P

コシアカツバメCH；Yu・′、do dchUriC‘ユJoLPO・「．CかTEレl仙NCK＆・－

ScHLEGEL）は．nが亀に1謹啓烏としこ賓果し′本州C畠嘲お、よd留u腺以南）′

四部・九州にC雪見し．眼月りこ怒る腫均∈－わあ．

応は雀：頭上・埠頭は金蔵兄弟の界義家展嘩㌧鞄・蝶・卿加すかこ未陳在席び、E白色

績．磨羽は鯨栗色．増・埼・喝・下農高は粛さび色の白色′像・上屋宙は廉さJ色耳おり．，

尾はすすけた顔色こ．丘色の一部ま掛こ良く．＿一買ツ八メと区執され5．

南几州のツバメ席を毘こし、石と，大部牙の選月適温するのモあ義が・．ツバメと本胤由熱

患しこいる・す醤患．ツハ1メば録とんど全疎にC邑鼠しこし、遍が庸逆はほとんど禰宜の地

敏に限られて去り・乳児宙棍下または乳九州引はま口市野哩が島も夢く窯恩してし、る町域

と現われる。筆者の観衆で．ば．凛下Eは略頭部栗野町の藩邸駅〔末麿〕に営壊しこし、る艮

夕卜郎也にモの塵定員豆し、。

鼓由．どうE主に．わらとこ作りlリ川、Jが勘土、のものき廿け昌のに対し，譲ったく帝

抄悪瀾刺を崩倒しにしたよう球形屯　田入口は良く′25へ300れくらし、以上も突き出し1

皐邸は銃、ばE・心には＿わらや畢琶芭赦し、こし、るQ比大口はノ了、つう二つも奈義が・二つあ

吾の5あり　女は．、シバ、メが取任す5カに対し・棄団．年とまり合。て営巣し・局部」抑こ

コンプリート壷だはる壷の盛刺の軒下や塵等lこ夢く艶引lユリ未邑塵疎物には軍くは塗ら

れなし、や和子．冬軌規至の．ある永地顔では乾はほとんど迄の感封こくすれ蓬5′凰餌左鬼

机だ単は息ヒ左ビスズ、メが嘘願って畠壊すも

ー相には　磨り炸・緊老朗のはじめには鳶¢まEは亀増重度逼し　賃風嘘は象哀直札の亀

田邑任しC採良行動左するのが胃＿封tるVことに．浸りの怨班別こなると　同額がそろっ

て尊の頭の亀線認どにとまり＿輯邑見合わ捜・相「かささやき合っCい忌さまは　輿に農産

に対す忌畠し合し、左しこいるかのようGある。叱上に差し、陰り5ことは且とんど併しガ．

喝あがりの路上に降り　塚材の泥土を貴のこし、馬力を鮎ごとがモき急。母方、錦の毒常

等の際は・忠立するコンプリ一トの塵に足力克塙を当て，卸の潜をたくみに疲っC蒔止し

こし、5さまは．年少リキ芭粗′し、出さ性急．

合物は一騎調・半廟・現潮目のコン虫百、ほとんど躍動中のもの左つし、ば去、じ聾も吐

軌に研き親され七行くEンシロサ⊇り互恵憩がっし、ば1む刀匠日華し亡羊ともある。

大口市屯は－．市の中心、邸の薗昌紆屯毎北に邁ず誌箭薗葛し、に約、500m．姦箆に引輝明橋

畔の空車也Gl幻90好個の腰邑在り〔巌も寄く旦去れるもの吐瀬垣旦薗行の諷虜と＿ま口

篭等電吊鳥の塩佃の巣が見られ5〕′モ．乃閻迫の田圃蓋し、の農家の喝医や牛舎や　木直凄

てり工塊等にはツベ、メが亀要し・珪取分けが良Sl‾七草。緊迫はリノ（lメほど盛んで疎く－1リ

パしメ蝿に2′、3回ふ虚さ捜忌のに対し増の壊乱虹配はしてl（2固く、らし、巧は暮し、

ガと層われ毒が．くわしくは今後の観録に待ちたし、，

－251－



乗来すS諮はだし、こし、3月の中旬から下旬にかけて農果し．嗜虐仕4′、5月初旬ごうま

でが烏盛期て・10月申．下旬か皐1個初帥力、11て偲去する（茸の軋避′号の個の勧善に

より変勘あり・3班は3月博日に先考疲葛尾る）。

i“ご二

■霹

‾‾2ワー



，・夏．望月勿離日こ活I・ラ
ムヽハ“ヽヽ““”一°t“・．．．．．．．－．．．－．．・．．ヽ、“““、、．．値一一一ul．tへーW．・．、－・・叫1．．・－V一一一．一m．．ルー、－．・・．・、Y．Y－ヽヽ、細面Wtトは…ヽヽHll．

－こうし＼≡茸芳軒別孟LL、rr　　　　凄ヨ代印等　車　田　和　島

隊七か大口高圧として轡人定、のは・昭瑚朝田か立野埠ま薫であったが・その当時ノ′生物

部シ葛急ものがあった力、とtう廿は記境に顧ってし、慮し、・もっとも′ぼくは中単のとき力、生

息動艶に靖し・文叱部は自分の鐘に合ってし、塚かっだから．ノ少耳からプ廉直葛ものqあり．

この点こも記感に破るのがむつかしいつ献淵潮鍾無鉛⑯こ東町し－一迫頓馬校の膣

粗東軍助手ヒしこ勅題していたとき・生関都の諌葛が取扱産物壷憮毛細してし、き一刀左更て

はLl的てこの蕗の存在を、知らされ仁．文化部は・帥こも畠Llだようにノ瘡くには威直Llも

のであっEが・豊斜里モ也SLlてし、急と．重昭萄・化卑部・物理都の焉釦は∴ぼく亀も蜜

象さとEEの芭あ害。

こうし、う戚宅が達を軌息ことは許されぬガもLm辞し、が・ぱくが白ごう・郡へ　とくに

生物野につし、C考えてし、5ことを善さたし、と思うb

まず生物は．白熱・租蝉の恵位置に仕桑ゴけちれ5尊埼Cあり・題迫は生叱単と腹切り徹

也増し、石のと偏ってきているよう∈あるが、－これを正＃外の懇意ヒしこまじlめに剋患しこ

みEL、と雇えてし、諷人が専外少dL、のが褒状∈あ忌。モ牝は．部員が少ないのが禾寸とも、

りも叱呼物憫厘邸を題てみると　男軒の部昂ば成人苧し、て・とくに物理郡は騒臼の葛潮

のようであ急。部昂がl夢け融それだ、り蕃釦5逼発に喀り輿しみも臆す．撃取の中に埋骨

と濃厚があれば’1－一一一・事は空間部Cは人数が増えてほしいとこう．

きて，為朝の内密に蛮じ’Cみよう．ぼくが知ったはじめ　堕吻雷は採草蔀百あった∴∵已

しこ廻在も己札は壌わってし、召し、ようす．甜垣が聴えても綴隻勘で折りこば少ノマ熱鴫煉

なので由布急まし、か．段廣敢行は．生物蕊の羞動管は毒も壌LL、もの．芝LC軋酎纏は

賓しみのた馴こ副生這左直るがEL几慈し、が＿－もっと取昧ぷ活動も辞しし、調川拍湾潮と

はちょっとお甘LL、オー・いわゆる本空の学習′モしこ尻馬以外の何かの研究であるUぼく．

が毒之CL、急のば．サーフルでもつくり，本左醜み射桓潮討即持したり．小動物・鳥

華のはく製署左狩ること虐∴痩kが釦潜LCL、亡とき′一叡d部員扇眉に麗し′モの鼻同

左喝とのG、あるが．文化祭がある宜と、のためにつし、に具現し匂わ、フた。瑚理慾のごとくラ

ゞオ一つを研充しこし、るラビオ部は引ノし百よ＿し、が、牒蹟部をはし、たせけ机、。矧こ緒毒の

はく酎作リIま・良さ先登ありで．・望昭部首ら古はの産物と謀る∴モ朋運命聖の蛮比叡・フ

ワシン等は刺膚慶が低い。これらの垂届き自由に使之るように偏るこモは．．生化尊前生物

であり・それを行成∋生物部畠の爵りである，

月蝕ま・入．駄めたの．の廣串妙聾で甘ければねってゆ口笛L、・「忌較叡音dこれこ・よし、の

がJ甘ビとししろいろ顔どら九てし、るが．朝まモ札も喝毯屯線なさ己う足。だから生物部は

し、うし、うま方面放旦見る珪切のほんとヨの頚肩富め鼻う場町あり∴生物の車召左牽骨寸5

人の壊し、の凛であってほLU。

－25・一一



ぼくの懲矧よ化学部づ洩的に安行LCL、葛．叱皆野の焉勤はぼくの会見の葛飾最牒嘩

慧劇∈あり′見輿した化学隼智慧勤である．。
1

ぼ．くの崖廃し年のは・本〔穀利畠屯もよし、）をいっしょに馬み・酎幹研究されたし・と‾

し、ヨことせ、った。酎烏臭の韻書Cもよし、，，生物増便の1鼎∈もよし、．立爪塔生例都電はす

し、．非爪甘藍物部∈ある．モうなってはどのこ邸昂吏員が寅ま急ようI±募り，賂月も増す

含回・廠蘭島が出亡わけ叩5が・手付ユ鬼窪方と組員の汗の癌畠であ5っ部選曲のあ

らわれ重ある。ヱれ左顔会に．ますます向上する望刺の薯勤を期待したし．

し、ろし、ろ窪物理白の胡兜が祈ろうが．モれ上相即討誌名の方がよく切ってし、石．ス脛－ツ

郡には屈し噸舞の中に轡習さ加えた生物憧白の葛釦げ塾塾で奉る，

生物部屋話君′生物部の索リと召るものをノ．

†之ヨー



Ⅹ主語ロの　讃二部］記・表

0宮田展

5円5日

司

　

　

日

　

日

．

壇

6

　

　

　

ワ

　

8

　

9

○男軍産

5．8

7日

8月竺眉

9日

異野島探鳥（趨唄を主とし－イ巴にコン虫敬遠）

タマネギの最終観凛

カエルの昭割

大口峨山附近接塵〔砲物が主）

nエルの種剖・

ミミズの割勘　　採崖胡鷲津

環農物整理

展示会のための秋の鼻水喋皇し卓於甫班）

鼠元会一一A・一‥展皇物．凍本．・カエルの節句里潮（郡軌珪壁によ孟〕展示

亀や峠深長

森泉勅題聾

タマネギの責皮複雲　カエルの時剖

畠紬泡採集（フK．巾生動〕

沢瞭狭東旅行　27日ま芭

凍腑綴垣間象選

展示会

一橋訂ワンショウウオ狭泉

恕罷最発行葦僅

一一、・・一1′、悪口　　巨彗

竜　馬　正　直　大口南西戸切

壊　　異衆代

街　塚　典　子

太　腰．扇」・子

川　畑　伊達子

徳　田　塑　孝

三扇田　∴－’∴女

堅　山　奥’行

田　島　喜代ネ

勘岬r田中中

大口前姦夫2034

墜刑釘下市田

重刑宙丁胡日下

染野田丁．1‾

まq市牛革

ま白市西太良

啓より町田中

茫ヨ　　魂・…一一Y

密　告　申

最　上　轟

痙金川

芋

翠未定代

車あっ喜

怒元．正男

山口藤子

麿1む堵習

（五十昌明）

一一モにト

院良郵看Jむ町

大口市訂馬

六日前西太良

大口市且却公任

番刈町前日上

大口而篠原2045

大口雨木之貞

夫口前釘時



あ＼　ち　し耳t、
さJニ七・、ナ敬ノ・範ここ篭こベン・ここと・こご七・ここ：鞋r‘・ごてここ．・ここ七rこ穐こぶここじ・．㌫む

伊佐の野に巌超現われる。庵那ま佃佐平野左肩のる‖膵川上の上気，吉松．栗

野・葛之屋を未れる衣充と渦日嗣との合乳点のヂ〕しタ叱南で・‾日の両岸は但し、呂

虹の轟均等で津野は之ん之んと疎くフi（乱　はるか輿の方は国見葛（丁包）の山々

で　象に大口やその正邪の椚甲村がめ＿る0

が　これらの男声は普通は竪之葛し、。とこうが台から4D耳やGL、即の覇バ「一桑

畑屯秦の手入れ芝しこい乍雇人疎の目に破った速で・十宙の山崎に倒立した釘の

象勺が罠之亡と．のことで．度人たちはキツネに亡、まされたと．．さも亙つぶし・仕

幸と早めて赴げ帰り気味轟が．つたとのことである。〔巨益用先生談〕

このよう尽担象は，肥上や海上の土気の由慶が蕊さによし媚凋する矧三あこる。

勧茸Cは夕方凸、臼が況むこ引こ音義と，日中舞蟹去れ亡児画が愚に冷之′　妃面に

班し、鮎倉は冷え．上層は平ただ月、し、まま痍るため．大緊差互庄じ・一厘の大気の

凸レンズがこき互よう年もの巧．竜くぼ立像や倒壊が党之．また　佃崩され亡も

のができる．　－．C・卜・1－

‥l・　イここ；㍉　二十　二：十　一　　一

厨初の事理ではノ征且のI2E上末日に窃疎さど急つもりでしたが－　なにぷん

はじめこの彿噸療発行のため聖徳を得ず「延び庖証に謀ってしまし、とうと
‾＼

う夢巨＝こ睾ってしまL、ました，不囁れ各編真のため∴見にくし、点もあ葛と属

し、ますが占、ゆ毒しpく産．さじ。編環内容老ど今後さ与に向上さECL、きたし、ヒ

足って忘lります．（H・工〕

－3ト



艦砲感轟き魯寄留鞠細

線煎錮密書鰯引励発行

臓鋸光昭

鹿骨鹸磨塵某日・翰琴徴綻

堅　物　麓．

FP書1　イ　ロ　ム　エ　雪

景白雨有馬如増し皐2彗
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